
鎌 倉 朝 日 ２０２１年（令和３年）１０月１日（７） 第 511 号1部　110 円

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

�

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

�

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

�

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

�

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

�

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

�

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

�

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

�

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

●
色
柄
に
求
め
た
江
戸
の
粋

　
10
月
。
神
無
月
。
小
春
月

こ
の
時
期
、
夏
か
ら
冬
へ
季

節
風
が
交
替
す
る
。
空
は
曇

り
が
ち
で
小
雨
が
降
る
。

　
思
い
出
す
歌
は
「
城
ケ
島

の
雨
」(

詞
・
北
原
白
秋
／

曲
・
梁や

な
だ田

貞た
だ
し)

」。
こ
の
歌

は
１
９
１
３
年
（
大
正
２
）

10
月
に
発
表
。

　
晩
秋
の
雨
を
仰
ぐ
白
秋
が

〝
利
休
鼠
〟
を
歌
詞
に
入
れ

た
理
由
は
？

　
随
筆
家
の
秋
山
ち
え
子
の

『
雨
の
日
の
手
紙
』(

文
春

文
庫)

に
「
利
休
鼠
の
色
は

分
か
っ
て
い
た
が
、
こ
の
歌

を
聞
く
と
小
型
の
鼠
が
目
に

浮
か
ぶ
」
と
あ
る
。
白
秋
は

秋
雨
に
侘
び
た
灰
色
を
意
識

し
た
た
め
、
利
休
鼠
と
表
現

し
た
の
だ
ろ
う
。
利
休
鼠
は

利
休
茶
と
共
に
「
色
の
辞
典

」
に
記
さ
れ
、
江
戸
期
、
染

屋
、
呉
服
屋
が
流
行
さ
せ
た
。

　
富
を
築
い
た
町
人
に
幕
府

は
奢
侈
を
禁
じ
、
庶
民
は
鼠

系
・
茶
系
を
着
た
。
そ
の
反

骨
心
を
示
す
夥
し
い
数
字
か

四し
じ
ゅ
う
は
っ
ち
ゃ

十
八
茶
・
百

ひ
ゃ
く
ね
ず
み

鼠
。
茶
・

黒
・
鼠
系
に
縞
や
格
子
を
目

立
た
ぬ
よ
う
合
わ
せ
江
戸
っ

子
の
意
地
を
み
せ
た
。

　
随
筆
家
の
雨
の
日
の
連
想

は
愛
ら
し
い
が
、
雨
の
城
ケ

島
の
海
岸
は
詩
情
豊
か
。
　

現
在
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
で

は
「
近
く
に
い
れ
ば
寄
り
道

し
た
い
場
所
」
と
し
て
星
二

つ
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
城
ケ
島
は
今
日
も
雨
？
降

る
の
は
利
休
鼠
…
　

　
秋
雨
や
水
底
の
草
を

　
踏
み
渡
る
　
　
　
　
蕪
村

利
休
鼠
の
雨
が
降
る

佐
伯
　
仁

▼
第
21
回
鎌
倉
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
・
ベ
ア
ー
ズ
写
真
展

　
10
月
14
～
19
日
鎌
倉
芸
術

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
設
立
22
年

の
同
ク
ラ
ブ
（
会
員
24
人
）

が
「
鎌
倉
物
語
２
０
２
１
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
由
作
品
を

合
わ
せ
50
余
点
を
展
示
。
小

野
寺
方
☎
45
・
７
８
７
６

▼
リ
サ
イ
ク
ル
作
品
展

　
10
月
19
日
～
11
月
12
日
笛

田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
。

☎
32
・
９
０
９
４

▼
第
40
回
「
鎌
倉
切
手
展
」

　
10
月
30
日
11
～
17
時
、
31

日
10
～
16
時
、
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
。
設
立
42
年
の

鎌
倉
郵
趣
会
が
日
本
・
外
国

切
手
、
葉
書
等
テ
ー
マ
別
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
。
花

村
方
☎
31
・
２
４
６
７

▼
鎌
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
会
員

登
録
講
習
会

　
10
月
７
・
13
・
19
・
27
日

鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
。
育
児
や

家
事
の
手
助
け
を
し
た
い

人
（
支
援
会
員
）
登
録
の
た

め
の
講
義
。
無
料
。
申
し
込

み
は
メ
ー
ルfamisapo@

pluto.plala.or.jp
か
☎
43

・
５
４
０
１

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
▽
バ
ザ
ー
　
10
月
10
日
10

～
14
時
。同
会
深
沢
倉
庫（
深

沢
中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号

右
折
の
長
屋
）。
毎
月
第
２

日
曜
。
雨
天
開
催
。
※
献
品

受
付
　
衣
類
・
雑
貨
・
支
援

用
食
糧
品
。
久
保
方
☎
44
・

９
８
３
０

　
▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で

ア
ジ
ア
寺
子
屋
支
援
　
未
使

用
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
等
。
鎌
倉
市
御
成
町
11
―

40
Ｍ
ビ
ル
３
Ｆ
。
小
倉
方
☎

０
８
０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交

流
。
10
月
15
日
17
時
半
、
二

階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
。弁
当
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

食
育
講
座
、
国
際
交
流
、
地

域
有
志
の
音
楽
演
奏
。
子
ど

も
２
百
円
、
大
人
５
百
円
。

　
27
日
ゾ
ン
ベ
カ
フ
ェ
。
店

内
飲
食
16
～
17
時
・
17
～
18

時
。
子
ど
も
３
百
円
、
大
人

５
百
円
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
16

～
18
時
、
５
百
円
。
メ
ー
ル

で
予
約flatcafekamakur

a@gmail.com

▼
北
鎌
倉･

台
峯
の
緑
を
と

も
に

　
▽
山
の
手
入
れ
10
月
16
日

10
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　
▽
山
歩
き
17
日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎
45
・
７
４
２
０

�

「城ケ島の雨」歌碑

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
10
月

29
日
９
～
15
時
。雑
貨･

衣
類

･
手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
30
日
８
～
15
時
。

出
店
者
募
集
。
片
岡
方

☎
０
９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
新
１
万
円
札
の
顔
「
渋

沢
栄
一
」
を
紐
解
く
10
月
20

日
14
時
半
。
無
料
。
Ｂ
お
う

ち
で
楽
し
む
『
和
の
香
り
』

手
作
り
お
香
講
座（
全
２
回
）

10
月
22
日
匂
い
袋
作
り
、
29

日
塗
香
づ
く
り
。
14
時
。
材

料
費
２
千
円
。
Ｃ
お
う
ち
で

楽
し
む
中
国
茶
11
月
10
日
14

時
。
教
材
費
３
百
円
。

　
申
込
は
催
し
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

往
復
ハ
ガ
キ
で
小
町
１
ー
10

―
５
。
Ａ
10
日
Ｂ
14
日
Ｃ
31

日
必
着
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
腰
越
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー

　
や
っ
て
み
よ
う
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　
10
月
29
日
①
９
時
半
②
11

時
15
分
。
市
内
在
住
60
歳
以

上
対
象
。
無
料
。
要
申
込
☎

31
・
０
８
０
０

▼
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
食
育
カ
レ
ッ
ジ
・
男
の

料
理
教
室
11
月
６
・
13
・
20

日
13
時
、
全
３
回
。
２
４
０

０
円
。

　
Ｂ
渋
沢
栄
一
と
日
本
の
証

券
市
場
誕
生
の
物
語
11
月
19

日
14
時
。
無
料
。

　
申
込
は
催
し
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

往
復
ハ
ガ
キ
で
腰
越
８
６ 

４
。
Ａ
28
日
、
Ｂ
11
月
10
日

必
着
。
☎
33
・
０
７
１
２

▼
大
船
学
習
セ
ン
タ
ー

　
渋
沢
栄
一
と
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
11
月
20
日
14
時
。無
料
。

　
申
込
は
催
し
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

往
復
ハ
ガ
キ
で
大
船
２
―
１

―
26
。
11
月
２
日
必
着
。
☎

45
・
７
７
１
２

　
今
年
で
16
回
目
。
９
月
５
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
、

相
模
湾
沿
線
地
域
の
13
市
町
に
残
る
邸
園
（
邸
宅
・
庭

園
、
歴
史
的
建
造
物
等
）
を
舞
台
に
、
湘
南
、
各
地
域

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
25
団
体
ら
が
47
の
催
し
を
開
催
す
る
。

▼
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
継

地
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
魅
力

11
月
６
日
13
時
半
。
無
料
。

　
Ｂ
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
楽
し
も
う

11
月
21
・
28
・
12
月
５
日
13

時
半
。
無
料
。

　
申
込
は
催
し
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

往
復
ハ
ガ
キ
で
岡
本
２
―
16

―
３
。
Ａ
14
日
、
Ｂ
11
月
15

日
必
着
。
☎
44
・
２
２
１
９

　

▽
旧
井
上
匡
四
郎
邸
で
ひ
も

と
く
「
帝
国
ホ
テ
ル
」「
Ｆ
．

Ｌ
ラ
イ
ト
」「
遠
藤
新
」

　
10
月
９
日
13
時
、
サ
ロ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
明
風
（
葉
山
町

堀
内
）。
３
千
円（
お
茶
付
）。

主
催
は
葉
山
環
境
文
化
デ
ザ

イ
ン
集
団
。
申
込
は
メ
ー
ル

m
om

3dkakiko@
gm

ail.
com▽

「
数
寄
屋
造
り
と
日
本
庭

園
の
み
か
た
」
講
座
＠
旧
山

本
条
太
郎
別
荘

　
10
月
11
日
①
10
時
②
13
時

半
。
３
千
円
。
主
催
は
庭
屋

一
如
研
究
会
。
申
込
は
メ
ー

ルteioku@
grace.ocn.

ne.jp

か
藤
井
方
☎
０
８
０
・

７
１
１
５
・
２
６
４
４

▽
旧
モ
ー
ガ
ン
邸
で
楽
し
む

藍
染
め
体
験
会

　
10
月
17
日
①
11
時
半
～
②

13
時
半
～
。
千
円
。
主
催
は

旧
モ
ー
ガ
ン
邸
を
守
る
会
。

申
込
は
メ
ー
ル1122morg

anhouse@gmail.com

か

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
０
４
６
６
・
88
・

４
３
８
８

▽
盛
岩
寺
昭
和
文
化
館

　
Ａ
「
公
開
月
釜
お
茶
を
楽

し
む
」
10
月
23
日
・
11
月
20

日
14
時
。千
円
。申
込
は
メ
ー

ルseiganji@theia.ocn.
ne.jp

か
ハ
ガ
キ
で
藤
沢
市

打
戻
１
１
１
９

Ｂ
「
墨
蹟
風
入
れ
展
と
展
示

解
説
」
11
月
１
日
～
３
日
10

～
16
時
。
無
料
。
問
合
せ
☎

０
９
０
・
３
９
６
３
・
１
１
９
７

▽
登
録
有
形
文
化
財
で
観
る

小
津
安
二
郎
監
督
作
品
「
晩

春
」

　
11
月
３
日
15
時
、
茅
ヶ
崎

館
。
能
楽
写
真
家
と
五
代
目

館
主
の
ト
ー
ク
や
館
内
見
学

も
。
千
円
。
主
催
は
茅
ヶ

崎
の
文
化
景
観
を
育
む
会
。

申
込
は
☎
０
４
６
７
・
82
・

２
０
０
３
か
、
メ
ー
ルinfo

@chigasakikan.co.jp

湘
南
邸
園
文
化
祭
２
０
２
１

「
夏
の
訪
問
者
」
小
野
寺
義
明

　
11
月
30
日
13
時
～
16
時
半
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

　【
第
１
部
】
講
演
　
歌
人
の
今
野
寿
美
氏
「
わ
れ
て
く
だ

け
て
裂
け
て
散
る 

実
朝
ら
し
さ
に
つ
い
て
」。

　【
第
２
部
】歌
会
と
表
彰
。
選
者
は
大
下
一
真
、香
山
静
子
、

木
村
雅
子
、
今
野
寿
美
、
津
金
規
雄
。（
敬
称
略
）

　【
投
稿
要
綱
】
Ｂ
５
判
２
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
楷
書

で
新
作
１
首
と
住
所
、
氏
名
、
☎
、
使
用
か
な
（
新
・
旧
）

を
明
記
。
原
稿
用
紙
１
枚
に
１
首
，
３
首
ま
で
投
稿
可
。

　
▽
投
稿
料
１
首
千
円
。
振
込
先
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

０
０
２
６
０
―
４
―
５
９
２
４
８
　
鎌
倉
歌
壇
。

　
▽
締
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『ヨーンじいちゃん』（1985年）

ペーター・ヘルトリング著 上田真

而子訳 偕成社 頑固者でユニー

クなヨーンじいちゃんを引き取る

ことになり、ハラハラの毎日を送る

家族の絆の物語。

老醜も含めて、人間っていいなと

思わせてくれる物語。強烈な性格

のヨーンじいちゃんに振り回さ

れ、時に家族は根をあげそうにな

るけれど、笑いあり涙ありで、最

後には愛さずにはいられない。

『おじいちゃんの口笛』（1995年）

ウルフ・スタルク著 菱木晃子訳

ほるぷ出版 老人ホームに住

む孤独な老人と、二人の少年

たちが出会い、本物の祖父と

孫のようになっていく。

北欧を代表する現代児童文学作家

スタルク特有の、ちょっとシニカ

ルでユーモアある文章が大人にも

響く。血のつながりに関係なく、

老人と子どもはお互いに必要な存

在なのだと実感し、ホロリ。

『おやすみなさいトムさん』

（1991年）ミシェル・マゴリアン

著 中村妙子訳 評論社 戦時下、

気難しい孤独な老人トムの元に疎

開してきた、内気な少年ウィリーの

友情と成長の物語。

親からの虐待など読んでいて苦し

い場面もあるものの、ウィリーの

成長と老人トムの優しさに胸打た

れ、人を信じたくなる、読み応え

ある一冊。イギリスではドラマ化

もされている隠れた名作。

『川の少年』(2003年) ティム・

ボウラー著 入江真佐子訳 早川書

房 死期を悟った祖父の最後の願い

をかなえるため、家族で祖父の故郷

の川へ。孫娘のジェスはそこで不思

議な少年と出会い……。

幻想的かつ詩的な文章で、魂は時

空を超えるということをごく自然

に受け入れさせてくれる物語。頑

固な老人と唯一心を通わせられる

孫娘が、二人の運命を大きく変え

ていく。カーネギー賞受賞。

『ダーウィンと出会った夏』(2011

年)ジャクリーン・ケリー著 斎藤倫

子訳 ほるぷ出版 舞台は1899年、

新世紀を目前にしたテキサス。祖父

の共同研究者となった少女が、科学

の面白さに目覚めていく。

理系が苦手な人にも。孫たちから

近寄りがたいと思われていた祖父

だったが、“科学”という共通点か

ら、孫娘キャルパーニアとだけは

心を通わせ、共同研究者となって

いく。対等な関係が清々しい！

『ナゲキバト』（2006年）ラリー・バー

クダル著 片岡しのぶ訳 あすなろ

書房 両親を事故で亡くし、祖父に

引き取られた少年。人はいかに生き

るべきかを祖父から学び、少年は成

長していく。珠玉の名作。

希望を失いそうになったとき、人

はやり直せると教えてくれる物

語。淡々と進行していくが、祖父

の言葉の一つ一つに重みがあり、

静かに、深く魂に響く。最後に明

かされる秘密に、揺さぶられる。

『ペーパーボーイ』（2016年）ヴィ

ンス・ヴォ―ター著 原田勝訳 岩

波書店 吃音に悩む主人公の少年

は、夏休み友人の代わりに新聞配達

の仕事をすることに。そこで、出会

った人々により成長していく。

新しい出会いや経験は、必ず人を

成長させる。少年に多面的に物事

を見ることを教えてくれる博識な

老人スピロさん。その含蓄のある

言葉の数々には気づきが多く、大

人として見習いたい。

自宅でゆっくり読書のすすめ
～黄金コンビ！老人＆子どもの物語～ 鎌倉在住・読書

アドバイザーＯ選

多世代交流～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流

鎌倉市在住の小学生以上対象 10月1日9時から各センターへ申込（先着順）

施 設 名 催 し 名 日 時

名越やすらぎセンター

☎25・1188
いやしのフラダンス（無料） 10月30日14時
ｽﾃﾝｼﾙを使って楽しむ（300 円） 11月20日14時

腰越なごやかセンター

☎31・0800
葉脈標本でしおりづくり（500円） 10月30日13時半

Let'sピラティス（無料） 11月23日13時半

教養センター

☎32・1221
ｵｼｬﾚな寄せ植え作り教室（800円） 10月30日10時
皆、芸術家｡ﾜｸﾜｸ絵画教室（200円） 11月27日10時

今泉さわやかセンター

☎45・4611
らくらく落語会（無料） 10月31日11時
ｸﾘｽﾏｽｵｰﾅﾒﾝﾄ作り（200円） 11月28日10時

玉縄すこやかセンター

☎47・1338
鎌学生徒とマジック体験（無料） 11月14日10時

多世代交流～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流～


